
令和６年度　宮城県立中学校入学者選
せ ん ば つ

抜適性検査

総合問題（筆記及び外国語（英語）のリスニング）

（古川黎明中学校）

問　題　用　紙



  1 外国語（英語）のリスニング

１　宮城県に住む小学校６年生の誠
まこと

さんと久
く

美
み

さんが、英語の授業でＡＬＴに冬休みの思

い出を紹
しょうかい

介しています。No.１とNo.２の内容をもっとも適切に表しているものを、次の

Ａ、Ｂ、Ｃの中から、それぞれ１つずつ選び、記号で答えなさい。英語は２回放送され

ます。

No.１

No.２

Ａ Ｂ Ｃ

12月

31
1月

1
1月

1

Ａ Ｂ Ｃ

北海道

宮城

宮城

大阪

宮城

大阪
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２　トムさんと美
み き

紀さんが、会話をしています。二人の会話を聞いて、トムさんが土曜日

と日曜日によく見ているテレビ番組として正しい組み合わせを、次のＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの

中から１つ選び、記号で答えなさい。会話は２回放送されます。

土曜日に見ているもの 日曜日に見ているもの

Ａ

Ｂ 

Ｃ

Ｄ
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2 友
とも

也
や

さんは、休日に家族と一
いっ

緒
しょ

に山の中のキャンプ場に行きました。次の１、２の問題

に答えなさい。

１　友也さんは、キャンプ場へ向かう途
と

中
ちゅう

に立ち寄ったダムの事務所で、家族と話をしてい

ます。あとの（１）～（４）の問題に答えなさい。

友也さん　山の中にダムがあるんだね。ダムにたくさんの水が貯
た

まっていたら、

㋐ダムの水がなくなることはないね。

お母さん　それはどうかな。もし雨が降
ふ

らなかったら、ダムの水はどうなるか考えて

ごらん。

友也さん　水がどんどん少なくなって、そのうちなくなってしまうかもしれない。

㋑水は大切にしないといけないね。

お父さん　そうだね。ダムにはいろいろな役
やく

割
わり

があるんだよ。ダムの事務所ではダム

についてまとめられた㋒パンフレットがもらえるよ。

（１）　「㋐ダムの水」とありますが、友也さんは、ダムの水について興味をもち、ダムの事

務所にはってあった資料１を見ながら考えたことをメモにまとめました。資料１を参

考にして、メモの あ に入るもっとも適切な言葉を、あとのア～エから１つ選び、

記号で答えなさい。

ア 山
さん

頂
ちょう

　　　イ　海岸　　　ウ　川の上流　　　エ　川の下流

（２）　「㋑水は大切にしないといけない」とありま

すが、キャンプ場でバーベキューを終えた友

也さんが炊
すい

事
じ

棟
とう

の洗
あら

い場に行くと、ポスター

がはってありました。食器や調理器具につい

た油汚
よご

れを、新聞紙でふき取ってから洗うこ

とが、どうして自然を守ることにつながるの

だと考えますか。水という言葉を用いて書き

なさい。

《ダムのはたらき》

　ダムの膨
ぼう

大
だい

な貯水のおかげで、水の

使用量が多い時期であっても、下
か

流
りゅう

域
いき

に安定して水を行き渡
わた

らせることがで

きます。

メモ

・下流域に安定して水を行き渡らせるた

めに、 あ にダムを造り、その

ダムに水を貯める。

・川の水が少なくなったら、ダムの水を

川に流す。

資料1 　ダムの事務所にはってあった資料の一部

自然を守ろう！自然を守ろう！

汚れはふき取って

から洗おうね！

洗い場で何気なく流している油や

洗剤が、魚を苦しめています。

なに

せんざい

げ

ポスター
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（３）　「㋒パンフレット」とありますが、友也さんは帰
き

宅
たく

後、パンフレットを見て、ダムの

水をせき止める部分のおよその面積がどのくらいになるかを考え、ノート１にまとめ

ました。図を参考にして、 い にあてはまる数字を答えなさい。

（４）　友也さんは、パンフレットを見て、このダムでは、水力発電を行っていることを知り、

発電について調べを進めていくうちに、資料２と資料３を見つけました。資料２と

資料３を見た友也さんは、再生可能エネルギーを使って発電した方が、地球温
おん

暖
だん

化
か

の

進行を防ぐことができると考えました。資料２と資料３を参考にして、友也さんが

そのように考えた理由を、化石燃料、再生可能エネルギーという２つの言葉を用いて

書きなさい。

堤
てい

高
こう

とは、ダムの高さのことをい

います。また、堤
てい

頂
ちょう

長
ちょう

とは、ダムの

上部の右
みぎ

端
はし

から左端までの長さのこ

とをいいます。

　このダムの堤高は120ｍ、堤頂長

は360ｍです。

ノート１

　ダムの水をせき止める部分を、向かい合っ

た１組の辺が平行で、その１組の辺の長さ

の比が４：３の四角形とみる。

　すると、この四角形の面積は い m2

と計算できる。

図 　パンフレットの一部

ダムの水をせき止める部分
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・グラフは、石炭火力、石油火力、太陽光、

水力の、それぞれで発電したときに大気中

に排出される、１キロワット時あたりの二

酸化炭素排出量を示している。

・石炭や石油は、化石燃料である。

・太陽光や水力は、再生可能エネルギーで

ある。

（電力中央研究所「日本における発電技術のライフサイクルCO2排出量総合評価」より作成）

資料２ 　発電方法別の二酸化炭素排
はい

出
しゅつ

量
りょう

・二酸化炭素は、地球温暖化の原因の１つとされている。

・18世紀後半から化石燃料の使用が増え、その結果、大気中の二酸化炭素が増加して

いる。

　（全国地球温暖化防止活動推
すい

進
しん

センター「地球温暖化の原因と予測」より作成）

資料３ 　地球温暖化と二酸化炭素の関係
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発電方法別の二酸化炭素排出量を表したグラフと説明

地球温暖化と二酸化炭素の関係についての説明



２　キャンプの翌
よく

日
じつ

、友也さんは、学校の先生と話をしています。あとの（１）、（２）の 

問題に答えなさい。

友也さん　 昨
き の う

日、キャンプからの帰り道に、川を見て気づいたのですが、きつい坂道

が多い山の中の川岸は、家の近くの平地の川
か わ ら

原の様子とはだいぶちがって

いて、けずられて谷のようになっていました。

先　　生　 よく気づきましたね。ほかにちがいはありましたか。

友也さん　 山の中の川は、平地の川よりも水の流れが速かったです。

先　　生　 そうですね。土地のかたむきが大きいと、川の流れも速くなりますね。

友也さん　 水の流れの速さと土地の様子には関係があるかもしれません。変える条件

と変えない条件を考えて、㋓実験を計画してみます。

（１）　「㋓実験」とありますが、友也さんが行った実験１を参考に、あとのア、イの問題に

答えなさい。

実験１

［予想］ 　川を流れる水の速さは、土地のかたむきが大きい方が速いので、流れる水の

量が同じ場合、土地のかたむきが大きい方が土地は大きくけずられると思う。

［装
そう

置
ち

］

１　 水をかけてしめらせた土
ど

砂
しゃ

を準備する。

２　 同じ大きさ、材質の容器を２つ準備する。

３　 装置１、２の図のように、装置１は 

容器の下に台を２つ重ねて置き、 

装置２は容器の下に台を１つ置く。

４　 容器内に土砂を入れ、水を流す斜
しゃめん

面を 

作る。

５　 斜面に水を流すため、幅
はば

、深さが2.5㎜になるように、 

みぞを作る。

６　 装置１、２の図のように、みぞの位置に合わせて、直 

径２㎜の穴
あな

を１つ開けておいた紙コップを置く。

７　 装置１、２で、紙コップの穴から15㎝の場所をそれぞれ地点Ａ、地点Ｂとする。

［手順］ 　次の手順を３回行う。２回目、３回目は、土砂を新しいものに入れかえ、 

装置１、２を整えてから行う。

１　紙コップに100mLの水を入れ、開けた穴から全ての水を流す。

２　 地点Ａ、地点Ｂの水の速さを観察し、水が全て流れたあとのみぞの幅と深さを計

測する。

ア 　友也さんは、実験１の結果を表１に記録しました。地点Ａにおいて、水が流れた

あとのみぞの幅を記録した３回の平均は何㎜ですか。四
し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

して上から２けたの

がい数で答えなさい。

表１

・流れる水の速さの比
ひ

較
かく

地点Ａ 地点Ｂ

速い おそい

・水が流れたあとのみぞの幅

地点Ａ 地点Ｂ

１回目  8㎜   4㎜

２回目 11㎜ 3.5㎜

３回目  9㎜ 4.5㎜

・水が流れたあとのみぞの深さ

地点Ａ 地点Ｂ

１回目 5㎜ 3.5㎜

２回目 6㎜   3㎜

３回目 5㎜   3㎜

穴
台（２つ）

地点Ｂ

土砂

土砂

地点Ａ

容器 水が流れるみぞ

台（１つ）

穴を開けた
紙コップ

装置１

［装置１、２の図］

［みぞの幅と深さの図］

装置２

幅 2.5mm

深さ 2.5mm
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イ 　友也さんは、実験１の結果について考察したことをノート２にまとめました。 

ノート２の う に入る言葉をあとのＡ、Ｂから、 え に入る言葉をあ 

とのＣ、Ｄからそれぞれ１つずつ選び、記号で答えなさい。

ノート２

　容器のかたむきが地点Ｂよりも大きい地点Ａは、流れる水の速さが速い。 

また、流れる水の速さが速い地点Ａは、水が流れたあとの、みぞの幅の平均と深

さの平均が地点Ｂよりもそれぞれ う 。つまり、予想は え といえる。

う　Ａ　大きい　　　Ｂ　小さい

え　Ｃ　正しい　　　Ｄ　まちがっている

（２）　友也さんは、考察したことをもとに、新たに実験２を行いました。あとのア、イの

問題に答えなさい。

実験２

［予想］ 　川を流れる水の速さは、流れる水の量が増えた方が速くなり、土地のかたむき

の大きさが同じ場合、流れる水の量が増えた方が土地は大きくけずられると思う。

［装置］ 　実験１で用いた装置２の土砂を新しいものに入れかえ、実験の条件を１つだけ

変えて、装置３とする。また、紙コップの穴から15㎝の場所を地点Ｃとする。

［手順］ 　実験１の手順と同じ手順で行う。ただし、観察・計測場所は、装置３の地点Ｃ

とする。

ア 　友也さんは、実験２の結果を表２に記録しました。実験２の予想と表２をもとに、

実験２の装置で、変えた実験の条件として適切なものを、あとの①～③から１つ 

選び、番号で答えなさい。

表２

・流れる水の速さ

地点Ｃ

速い

※ 速さは実験１の地点Ｂと

比較したもの

・水が流れたあとのみぞの幅

地点Ｃ

１回目   7㎜

２回目   8㎜

３回目 8.5㎜

・水が流れたあとのみぞの深さ

地点Ｃ

１回目 4.5㎜

２回目   6㎜

３回目   5㎜

①　容器の下に置いた台を外す。

②　容器の下に台を３つ重ねて置く。

③　紙コップに開けた穴のすぐ上に直径２㎜の穴をもう１つ開ける。

イ 　友也さんは、これまでの結果をもとに、大雨が降ると、川を流れる水の量が増え、

川の災害が発生すると考えました。そこで、川の災害を防ぐ方法を調べ、ノート３

にまとめました。表１、表２をもとにして、 お に入る適切な説明を、川の

水の流れ、しん食、運ぱんという３つの言葉を用いて書きなさい。

ノート３

《川の災害を防ぐ方法の一つ》

　川にコンクリート製のブロックを設置する。

《ブロックを設置する理由》

　ブロックを設置することで、 お ことが 

でき、川岸がけずられることを防いでいる。

川の水が
流れる向き

川岸

ブロック
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２回目 11㎜ 3.5㎜

３回目  9㎜ 4.5㎜

・水が流れたあとのみぞの深さ

地点Ａ 地点Ｂ

１回目 5㎜ 3.5㎜

２回目 6㎜   3㎜

３回目 5㎜   3㎜

穴
台（２つ）

地点Ｂ

土砂

土砂

地点Ａ

容器 水が流れるみぞ

台（１つ）

穴を開けた
紙コップ

装置１

［装置１、２の図］

［みぞの幅と深さの図］

装置２

幅 2.5mm

深さ 2.5mm
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イ 　友也さんは、実験１の結果について考察したことをノート２にまとめました。 

ノート２の う に入る言葉をあとのＡ、Ｂから、 え に入る言葉をあ 

とのＣ、Ｄからそれぞれ１つずつ選び、記号で答えなさい。

ノート２

　容器のかたむきが地点Ｂよりも大きい地点Ａは、流れる水の速さが速い。 

また、流れる水の速さが速い地点Ａは、水が流れたあとの、みぞの幅の平均と深

さの平均が地点Ｂよりもそれぞれ う 。つまり、予想は え といえる。

う　Ａ　大きい　　　Ｂ　小さい

え　Ｃ　正しい　　　Ｄ　まちがっている

（２）　友也さんは、考察したことをもとに、新たに実験２を行いました。あとのア、イの

問題に答えなさい。

実験２

［予想］ 　川を流れる水の速さは、流れる水の量が増えた方が速くなり、土地のかたむき

の大きさが同じ場合、流れる水の量が増えた方が土地は大きくけずられると思う。

［装置］ 　実験１で用いた装置２の土砂を新しいものに入れかえ、実験の条件を１つだけ

変えて、装置３とする。また、紙コップの穴から15㎝の場所を地点Ｃとする。

［手順］ 　実験１の手順と同じ手順で行う。ただし、観察・計測場所は、装置３の地点Ｃ

とする。

ア 　友也さんは、実験２の結果を表２に記録しました。実験２の予想と表２をもとに、

実験２の装置で、変えた実験の条件として適切なものを、あとの①～③から１つ 

選び、番号で答えなさい。

表２

・流れる水の速さ

地点Ｃ

速い

※ 速さは実験１の地点Ｂと

比較したもの

・水が流れたあとのみぞの幅

地点Ｃ

１回目   7㎜

２回目   8㎜

３回目 8.5㎜

・水が流れたあとのみぞの深さ

地点Ｃ

１回目 4.5㎜

２回目   6㎜

３回目   5㎜

①　容器の下に置いた台を外す。

②　容器の下に台を３つ重ねて置く。

③　紙コップに開けた穴のすぐ上に直径２㎜の穴をもう１つ開ける。

イ 　友也さんは、これまでの結果をもとに、大雨が降ると、川を流れる水の量が増え、

川の災害が発生すると考えました。そこで、川の災害を防ぐ方法を調べ、ノート３

にまとめました。表１、表２をもとにして、 お に入る適切な説明を、川の

水の流れ、しん食、運ぱんという３つの言葉を用いて書きなさい。

ノート３

《川の災害を防ぐ方法の一つ》

　川にコンクリート製のブロックを設置する。

《ブロックを設置する理由》

　ブロックを設置することで、 お ことが 

でき、川岸がけずられることを防いでいる。

川の水が
流れる向き

川岸

ブロック
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 3 　小学生の黎
れい

さんと中学生の明
あきら

さんはいとこ同士です。夏休みを利用して、東京に住んで

いる明さんが黎さんを訪
たず

ねてきました。次の１、２の問題に答えなさい。

１　黎さんと明さんは、近くに住んでいるおばあさんの家を歩いて訪ねようと話をしていま

す。あとの（１）～（５）の問題に答えなさい。

明さん　おばあさんと会うのは久しぶりだな。

黎さん　 そういえば、おばあさんの家の近くに㋐漫
まん

画
が

の主人公の銅像が３体できたよ。

明さん　せっかくだから、おばあさんの家だけでなく、銅像も見に行きたいな。

黎さん　 おばあさんの家に行く途
と

中
ちゅう

に㋑公園もあるから、そこにも寄っていこうよ。

明さん　それはいいね。どの道を通って行くか、地図アプリで調べてみよう。

黎さん　うん、そうしよう。じゃあ、午前10時に出発しよう。

明さん　外は暑いから、氷を入れた冷たい飲み物を持っていこう。

黎さん　そうだね。そういえば、㋒水は何℃でこおり始めるのかな。

明さん　帰ってきたら、実験して調べてみよう。

（１）　明さんが、黎さんの家

からおばあさんの家まで

と、おばあさんの家から

銅像Ａ、Ｂ、Ｃまでの道

のりを地図アプリで調べ

たところ、図１の太線の

ように表示されました。

おばあさんの家からそれ

ぞれの銅像までの道の

りについて、長い方から 

順番に、銅像の記号Ａ、

Ｂ、Ｃで答えなさい。

（２）　「㋐漫画の主人公の銅像」とありますが、黎さんと明さんが銅像Ａのキャラクターにつ

いて調べたところ、漫画の設定の身長は250cmであり、銅像Ａの身長は160cmであるこ

とが分かりました。銅像Ａの身長は、漫画の設定の身長の何％にあたるか答えなさい。

（３）　「㋑公園」とありますが、黎さんと明さんは、午前10時に黎さんの家を出発し、途

中に立ち寄った公園で20分間休みました。その後、おばあさんの家に向かったところ、

午前10時44分に到
とう

着
ちゃく

しました。黎さんの家からおばあさんの家までの道のりが1.2km

であるとき、１分間あたりに歩いた平均の距
きょ

離
り

は何メートルか答えなさい。ただし、

公園で休んだ時間は歩いていないものとします。

（４）　黎さんと明さんは、おばあさんの家を出発して帰
き

宅
たく

するまでの計画を立て、メモにまとめました。計画

どおりに実行したところ、午後２時40分に帰宅しま

した。同じ計画のまま午後２時30分に帰宅するため

には、計画どおりに歩いた速さの何倍の速さで歩け

ばよかったのか答えなさい。

メモ 　帰宅するまでの計画

・午後２時に出発する。

・銅像Ａ、Ｂの順に見に行く。

・各銅像を５分間鑑
かん

賞
しょう

する。

・途中で休
きゅう

憩
けい

はしない。

図１

銅像Ａ

銅像B 黎さんの家
銅像C

おばあさんの家
公園

※点線で表されたマスは、すべて正方形
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（５）　「㋒水は何℃でこおり始めるのかな」とありますが、黎さんと明さんは、水がこおり

始める様子について調べるために、次のように実験を行いました。あとのア～ウの問

題に答えなさい。

実験

［手順］

１　試験管を１本準備し、試験管に水を６mL入れる。

２　ビーカーの中に、食塩がとけ残るまでとかした食塩の水
すい

溶
よう

液
えき

と氷を入れる。

３　図２のように、手順１で準備した試験管を手順２で用意したビーカーの中に入れ

て固定し、試験管の中に、ぼう温度計を入れ、ぼう温度計が示す温度と試験管に入

れた水の様子を記録する。

４　１分ごとに、ぼう温度計が示す温度と試験管に入れた水の様子を確
かく

認
にん

して、記録する。

５　ビーカーの中に試験管を入れてから15分後の、ぼう温度計が示す温度と試験管に

入れた水の様子を確認して、記録する。

６　手順３～５の結果をもとに、ビーカーの中に試験管を入れてからの時間と、ぼう温度

計が示す温度の関係をグラフにする。また、試験管に入れた水の様子を図３にまとめる。

ア 　試験管に入れた水がこおり始めたと

き、試験管に入れた水の温度は何℃か答

えなさい。

イ 　ビーカーの中に試験管を入れてから５

分後の試験管に入れた水のすがたを表す

ものを、次のあ～えから１つ選び、記号

で答えなさい。

　あ　固体のみ

　い　液体のみ

　う　気体のみ

　え　固体と液体がまざっている

ウ 　黎さんは、この実験で分かった現象に関わりがあることがらとして、寒い地域で

行われている「水
みず

抜
ぬ

き」を知りました。「水抜き」とは、冬場の夜に家の水道管の中

の水を抜く作業のことをいいます。何のために「水抜き」を行うのか、図３を参考に、

水の性質にふれて説明しなさい。

図２ 　 グラフ　 　 ビーカーの中に試験管を入れてからの時間と 

ぼう温度計が示す温度の関係
スタンド

ぼう温度計

試験管

水

氷

食塩の水溶液

30

 

20

 

10

 

0

 

－10
0 5 10 15

ぼ
う
温
度
計
が
示
す
温
度（

℃

） ビーカーの中に試験管を入れてからの時間（分）

図３ 　試験管に入れた水の様子

ぼう温度計

試験管

表面

ぼう温度計

試験管

表面

手順３で記録した水の様子 手順５で記録した水の様子
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２　おばあさんの家から帰ってきた黎さんは、明さんに夏休みの自由研究について相談する

ことにしました。あとの（１）～（３）の問題に答えなさい。

黎さん　夏休みの自由研究について、テーマが決まらなくて悩
なや

んでいるんだ。

明さん　学校での勉強で、興味をもったことはあるかな。

黎さん　うん。社会科の授業で知った世界遺
い

産
さん

の㋓平
ひら

泉
いずみ

が興味深かったかな。

明さん　 そうなんだね。平泉といえば、江
え

戸
ど

時代に㋔松
まつ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

が訪
おとず

れていることが

『おくのほそ道』を読むと分かるよ。

黎さん　 知っているよ。俳
はい

句
く

で有名な人だよね。平泉までどこを通って行ったのかな。

明さん　 現在の宮城県の仙
せんだい

台市や多賀城市、松島町などを通って平泉に行ったみたいだ

ね。そういえば、新聞記事にあったけれど、㋕多賀城がつくられてから1300

年になることを記念して、南
なんもん

門を復元しているみたい。完成したら行きたいな。

（１）　「㋓平泉」とありますが、黎さんは平泉について調べを進めていくうちに、平泉が

栄えた平安時代のできごとに興味をもちました。社会科の授業で配布された資料１か

ら読み取れる平安時代のできごとについて、あとのア～エから１つ選び、記号で答え

なさい。

　 資料１ 　社会科の授業で配布されたプリントの一部

ア　アテルイは東北地方で朝廷の軍と戦ったが、源頼朝に降伏した。

イ　朝廷は894年以
い

降
こう

も遣唐使を派遣し、遣唐使は日本にかな文字を伝えた。

ウ　藤原道長は蝦夷を攻
せ

める軍を率いた摂政として、平泉で天皇とともに政治を行った。

エ　11世紀の大きな戦乱の後、藤原清衡は平泉に中尊寺金色堂を建てた。

《平安時代のできごと》

年 ○全国のできごと　　●東北地方のできごと

794 ○平安京に都が移る。

802 ●蝦
え

夷
みし

のリーダーであるアテルイが、征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

の坂
さかのうえの

上田
た

村
むら

麻
ま

呂
ろ

に降
こう

伏
ふく

する。※１

894 ○中国への使節である遣
けん

唐
とう

使
し

の派
は

遣
けん

が中止される。※２

1016 ○藤
ふじわらの

原道
みち

長
なが

が摂
せっ

政
しょう

に就
しゅう

任
にん

する。※３

1087
●前九年合戦に続いて起きた後三年合戦という大きな戦

せん

乱
らん

が終わる。源
みなもとの

義
よし

家
いえ

の

助けを借りて勝利した藤原清
きよひら

衡は平泉を中心に東北地方に勢力を築く。※４

1189 ●藤原泰
やす

衡
ひら

が源義
よし

経
つね

を倒
たお

す。その後、奥
おう

州
しゅう

藤原氏は源頼
より

朝
とも

により滅
ほろ

ぼされる。

《解説》

※１ 　朝
ちょう

廷
てい

は、主に東北地方に住む朝廷に従
したが

わない人々を「蝦夷」と呼
よ

び、従わせるた

めにたびたび軍を派遣していた。坂上田村麻呂は軍を率いた「征夷大将軍」であった。

※２ 　遣唐使の派遣が中止された後、中国から取り入れた文化も参考にして、かな文

字や大
や ま と

和絵など朝廷を中心とした華
はな

やかな日本風の文化が発
はっ

展
てん

した。

※３ 　摂政とは、天
てん

皇
のう

が幼
おさな

い時などに天皇を補
ほ

佐
さ

する役職である。藤原道長は娘
むすめ

を天皇の

妃
きさき

にして、天皇との間に生まれた子を天皇に即
そく

位
い

させ、摂政に就任し、政治を行った。

※４ 　勢力を広げた藤原清衡は中
ちゅう

尊
そん

寺
じ

金
こん

色
じき

堂
どう

を建て、その子孫である基
もと

衡
ひら

、秀
ひでひら

衡は 

毛
もう

越
つう

寺
じ

を再建した。平泉には、奥州藤原氏（藤原清衡、基衡、秀衡、泰衡）によっ

て築かれた文化遺
い

産
さん

が現在も残っている。
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（２）　「㋔松尾芭蕉」とありますが、黎さんは、社会科の授業で配布された、松尾芭蕉と

平泉についての資料２をふまえて、ノートを作成しました。資料２を参考にして、

ノートの あ  に入る適切な説明を書きなさい。

資料２ 社会科の授業で配布されたプリントの一部

《松尾芭蕉と平泉》

・松尾芭蕉は江戸時代に俳句の作者として活
かつ

躍
やく

した。

・1689年に東北、北陸地方などをめぐる旅に出た。その旅の様子や旅先などで作った

俳句を1694年頃
ごろ

に『おくのほそ道』としてまとめた。

・旧
きゅう

暦
れき

５月（現在の６月頃）に平泉を訪れ、次の俳句を作った。

　　「五
さ み だ れ

月雨の　降
ふ

り残してや　光
ひかり

堂
どう

」

　　［現代語訳
やく

］五月雨はすべてのものを腐
くさ

らすのだが、ここだけは降らなかったのであ

ろうか。五百年の風雪に耐
た

えた光堂のなんと美しく輝
かがや

いていることよ。

・光堂とは、中尊寺にある金色堂のことである。

・光堂のまわりや屋根におおいかぶせるように、「おおい堂」がつくられている。

　（「芭蕉　おくのほそ道」より作成）

ノート

　松尾芭蕉は、「五月雨の　降り残してや　光堂」という俳句を作ったが、500年もの

間、雨が降らないことはないはずだ。500年たっても光堂が朽
く

ち果てなかったのは、 

あ  からだと考えた。

（３）　「㋕多賀城」とありますが、黎さんは多賀城が最初につくられた頃
ころ

の東北地方の様

子について興味をもち、調べを進めていくうちに、資料３と資料４を見つけました。

資料３と資料４をふまえ、朝廷は８～９世紀の東北地方をどのように支
し

配
はい

していった

のか、胆
い

沢
さわ

城
じょう

や志
し わ

波城
じょう

の役
やく

割
わり

にふれながら説明しなさい。

資料３ 朝廷の支配領
りょう

域
いき

の変化 資料４ ８～９世紀の東北地方（太平洋側）の様子

志波城

9世紀前半
までの朝廷
の支配領域

8世紀後半
までの朝廷
の支配領域

は9世紀前半
までにつくら
れた城
は8世紀後半
までにつくら
れた城

し わ

爾薩体
にさつたい 幣伊

へ い

胆沢城
い さわ

伊治城
これはり（いじ）

桃生城

多賀城

ものう

・東北地方には、朝廷に従わない人や、朝廷

に対して反
はん

乱
らん

を起こす人もいたため、朝廷

はたびたび軍を派遣した。

・724年に、東北地方（太平洋側）の政治の拠
きょ

点
てん

として多賀城がつくられた。

・坂上田村麻呂は、801年に胆沢地方の蝦夷と

の戦いに勝利し、802年に胆沢城をつくった。

・坂上田村麻呂はさらに軍を進めて、803年に

志波城をつくった。

・志波城は811年に爾
に

薩
さつ

体
たい

や幣
へ

伊
い

の地方を攻
こう

撃
げき

するときの拠点になった。

・この頃の城には、戦いのための拠点として

の役割と、支配するための行政的な役割が

あった。

（「東北の古代史３　蝦夷と城
じょう

柵
さく

の時代」より作成）

- 10 -

年代別の朝廷の支配領域や
城の位置を示した東北の地図






